
十

年

の

歩

|
|
広
島
芸
術
学
会

み
平
成
八
年
度
活
動
報
告
|
|

目

V
平
成
八
年
七
月
二
十
日
(
土
)
・
二
十
一
日
(
日
)
・
二
十
二
日
(
月
)

広
島
芸
術
学
会
が
創
立
十
周
年
を
迎
え
る
こ
の
度
の
大
会
は
、
「
芸
術
学
百
年
の
成

果
を
再
検
討
し
、
芸
術
学
の
未
来
を
展
望
す
る
記
念
大
会
」
と
す
べ
く
、
現
在
第
一

線
で
活
躍
す
る
気
鋭
の
研
究
者
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は
一
般
公
開
さ
れ
、

二
十
日
、
二
十
一
日
の
二
日
間
で
六
百
余
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

初
日
の
二
十
日
、
広
島
市
中
区
小
町
の
中
国
電
力
本
社
講
堂
に
お
い
て
、
午
前
十

時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
第
十
回
総
会
を
開
催
。
平
成
七
年
度
の
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、
八
年
度
の
事
業
計

画
、
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

同
日
の
午
後
一
時
か
ら
、
同
じ
会
場
で
い
よ
い
よ
大
会
の
開
始
。
ま
ず
最
初
に
金

田
菅
氏
(
広
島
大
学
・
美
学
)
が
、
「
か
た
ち
の
論
理
|
|
芸
術
学
の
百
年
|
|
」
と

題
す
る
基
調
報
告
を
行
っ
た
。
続
い
て
は
三
人
の
若
手
研
究
者
に
よ
る
研
究
発
表
。

①
「
コ
ン
ラ
ッ
ト
・
ラ
ン
ゲ
の
美
学
理
論
」
/
清
永
修
全
氏
(
広
島
大
学
大
学
院
・
芸

術
教
育
)
②
「
ワ
イ
マ

l
ル
時
代
の
機
械
音
楽
」
/
奥
中
康
人
氏
(
大
阪
大
学
大
学
院
・

音
楽
学
)
③
「
二
つ
の
「
根
源
』
の
近
さ
と
遠
さ

l
l
フ
ィ
ー
ド
ラ
!
と
ハ
イ
デ
ガ

米

公

r， 

子

ー
の
間
|
|
」
/
高
梨
友
宏
氏
(
帝
塚
山
学
院
大
学
・
美
学
)
。
午
後
六
時
か
ら
発
表

者
を
交
え
て
リ
パ

l
ク
ル
ー
ズ
で
懇
親
会
を
開
催
、
五
十
数
名
が
参
加
し
た
。

二
日
目
の
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
午
前
十
時
か
ら
始
ま
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

I

「
芸
術
学
の
現
代
|
|
メ
デ
ィ
ア
と
観
客
・
聴
衆
|
|
」
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
青
木
孝
夫

68 

氏
(
広
島
大
学
・
演
劇
美
学
)
、
樋
口
聡
氏
(
広
島
大
学
・
ス
ポ
ー
ツ
美
学
)
、
渡
辺

裕
氏
(
東
京
大
学
・
音
楽
美
学
)
。

午
後
一
時
か
ら
は
岡
林
洋
氏
(
同
志
社
大
学
・
美
学
)
が
、
特
別
報
告
「
芸
術
学

の
現
在
|
|
感
覚
・
メ
デ
ィ
ア
・
異
文
化
か
ら
の
見
直
し
|
|
」
を
行
っ
た
。
続
い

て
二
時
か
ら
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

H
「
芸
術
学
の
現
代
|
|
異
文
化
美
術
へ
の
視
線

|
|
」
が
始
ま
り
、
稲
賀
繁
美
氏
(
三
重
大
学
・
比
較
文
化
)
、
国
府
寺
司
氏
(
広
島

大
学
・
西
洋
美
術
史
)
、
千
野
香
織
氏
(
学
習
院
大
学
・
日
本
美
術
史
)
、
吉
田
憲
司

氏
(
国
立
民
族
学
博
物
館
・
民
族
芸
術
学
)
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
済
仁
淑
氏
(
歌
手
)

の
韓
国
民
謡
独
唱
と
、

中
畝
み
の
り
氏
(
バ
イ
オ
リ
ン
)
と
青
山
万
知
子
氏
(
ピ
ア
ノ
)
に
よ
る
演
奏
が
二

日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。



大
会
最
終
日
の
二
十
二
日
は
広
島
県
豊
田
郡
瀬
戸
田
町
・
耕
三
寺
へ
の
エ
ク
ス
カ

ー
シ
ヨ
ン
。
午
前
十
時
半
に
三
原
港
を
出
発
。
耕
三
寺
で
は
、
境
内
に
建
て
ら
れ
た

建
造
物
の
建
築
様
式
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
、
広
島
大
学
の
官
村
亨
氏
の
懇
切
な
説

明
を
受
け
な
が
ら
極
め
て
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
た
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
当

日
は
ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
参
加
者
が
少
な
く
七
名
だ
っ
た
。

V
平
成
八
年
九
月
二
十
日
(
金
)

「
会
報
」
第
三
十
九
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
、
広
島
芸
術
学
会
第
十
回
記
念
大
会

の
発
表
要
旨
(
報
告
者
・
基
調
報
告
/
大
石
和
久
、
研
究
発
表
①
/
河
野
奈
々
、
研

究
発
表
②
/
西
岡
弘
勝
、
研
究
発
表
③
/
亀
井
克
朗
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
I

/中
尾
和

恵
、
特
別
報
告
/
本
田
代
志
子
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

H

/吉
本
麻
美
、
全
体
討
議
/
吉

本
由
江
)

の
ほ
か
、
巻
頭
言
は
画
家
の
酒
井
一
彦
氏
に
よ
る
「
た
だ
い
ま
、
制
作

中
」
、
リ
レ

l
コ
ラ
ム
に
は
〉
ユ

m
E
B
ロ
〉
司
を
主
宰
す
る
木
村
成
代
氏
の
「
ア
l

ト
は
必
要
」
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
八
年
十
月
五
日
(
土
)

第
三
十
七
回
例
会
は
広
島
女
学
院
大
学
の
人
文
館
三

O
三
教
室
で
開
催
し
た
。
最

初
に
、
広
島
貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
傍
ら
、
文
学
社
会
学
を
研
究
し
て
い

る
大
山
智
徳
氏
が
「
壁

l
i
s
-
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
を
め
ぐ
っ
て
」
を
発
表
し
た
。

続
い
て
広
島
女
学
院
大
学
の
佐
藤
茂
樹
氏
が
「
『
新
古
今
』
覇
旅
歌
の
『
白
雲
』
詠
の

成
立
」
と
題
し
、
実
際
に
和
歌
を
解
釈
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
た
。
参
加
者
は
十
八

名

V
平
成
八
年
十
一
月
三
十
日
(
土
)

「
会
報
」
第
四
十
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
、
第
三
十
七
回
例
会
の
発
表
要
旨
(
報

告
者
・
「
壁
|
|
S
・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
を
め
ぐ
っ
て
」
/
清
永
修
全
、
「
『
新
古
今
』

覇
旅
歌
の
『
白
雲
』
詠
の
成
立
」
/
大
山
の
り
子
)
の
ほ
か
、
巻
頭
言
は
同
志
社
大
学

文
学
部
・
太
田
孝
彦
氏
の
「
伝
称
さ
れ
て
き
た
作
品
」
、
リ
レ

l
コ
ラ
ム
に
は
ス
チ
l

ル
ア
l
ト
作
家
・
ナ
ガ
イ
毅
氏
の
「
げ
た
工
場
物
語
|
|
父
ち
ゃ
ん
と
の
日
々
|
|
」

を
掲
載
し
た
。

V
平
成
八
年
十
二
月
二
十
一
日
(
土
)

十
二
月
十
七

1
二
十
二
日
ま
で
、
広
島
芸
術
学
会
創
立
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て

会
員
作
家
三
十
一
名
に
よ
る
「
十
年
の
軌
跡
展
」
を
、
建
て
直
さ
れ
十
月
に
新
装
開
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館
し
た
ば
か
り
の
広
島
県
立
美
術
館
・
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
、
各
作
家
が
十
年

前
の
作
品
と
現
在
の
も
の
を
各
一
点
ず
つ
出
品
し
た
。
第
三
十
八
回
例
会
は
、
こ
の

展
覧
会
の
会
期
中
の
十
二
月
二
十
一
日
に
同
美
術
館
講
堂
で
、
「
作
家
が
語
る
|
|
制

作
の
現
場
|
|
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
入
野
忠
芳
氏
(
絵
画
)
、
奥
田

秀
樹
氏
(
彫
刻
)
、
酒
井
一
彦
氏
(
絵
画
)
、
田
谷
行
平
氏
(
絵
画
)

の
五
人
の
作
家

会
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
光
。
こ
の
記
念
展
を
対
象
に
、
(
財
)
エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
財
団
か
ら
五
十
万
円
の
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
参
加
者
数
は
約
百
六
十
名
、
記
念
展
の
入
場
者
数
は
千
五
百
名
を
超
え
る
盛
況

H
h
1ノ
2
-
つ
ご
。

〉

d
r
J
中
J

て
+
J



V
平
成
九
年
二
月
一
日
(
土
)

「
会
報
」
第
四
十
一
号
を
発
行
。
第
三
十
八
回
例
会
で
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
作

家
が
語
る
|
|
制
作
の
現
場
|
|
」
の
要
旨
(
報
告
者
・
清
永
修
全
)
に
加
え
、
同

時
に
開
催
し
た
「
十
年
の
軌
跡
展
」
に
つ
い
て
、
入
野
忠
芳
(
同
展
実
行
委
員
長
/

絵
画
)
、
奥
田
秀
樹
(
彫
刻
)
、
酒
井
一
彦
(
絵
画
)
、
出
原
均
(
実
行
委
員
)
の
四
氏

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
感
想
や
ま
と
め
を
執
筆
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
巻
頭
言
に

は
元
広
島
女
子
大
教
授
・
小
池
美
枝
子
氏
の
「
広
島
芸
術
学
会
の
発
展
に
想
う
ー
ー
ー

形
象
美
学
の
確
立
を
|
|
」
を
、
リ
レ

l
コ
ラ
ム
に
は
造
形
作
家
・
亀
井
由
美
子
氏

の
「
八
十
三
歳
に
な
れ
な
か
っ
た
シ
ノ
ブ
は
・
:
」
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
九
年
二
月
二
十
二
日
(
土
)

第
三
十
九
回
例
会
は
広
島
県
立
美
術
館
の
講
堂
で
開
催
し
た
。

一
つ
目
の
発
表
は

広
島
大
学
大
学
院
生
の
摩
理
暖
氏
に
よ
る
「
近
代
台
湾
美
術
の
一
側
面
|
|
郷
原
古

統
と
木
下
静
涯
を
通
じ
て
|
|
」
。
台
湾
に
生
ま
れ
育
っ
た
同
氏
が
ス
ラ
イ
ド
を
豊
富

に
使
い
、
独
自
の
視
点
に
基
づ
く
発
表
を
行
っ
た
。
二
つ
目
の
発
表
は
広
島
県
立
美

術
館
学
芸
員
の
松
田
弘
氏
に
よ
る
「
オ
フ
・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
意
味
」
。
展
覧
会
に
お

け
る
作
品
と
会
場
の
関
係
に
つ
い
て
話
し
た
。
参
加
者
は
三
十
二
名
。

V
平
成
九
年
五
月
十
日
(
土
)

「
会
報
」
第
四
十
二
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
、
第
三
十
九
回
例
会
の
発
表
要
旨
(
報

告
者
・
「
近
代
台
湾
美
術
の
一
側
面
」
/
中
尾
和
恵
、
「
オ
フ
・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
意

味
」
/
吉
本
麻
美
)
の
ほ
か
、
巻
頭
言
は
比
治
山
女
子
短
期
大
学
の
吉
田
正
浪
氏
に
よ

る
「
め
で
た
い
男
」
、
イ
ベ
ン
ト
リ
ポ
ー
ト
に
は
4
月
日

i
m日
に
広
島
県
立
美
術

館
・
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
入
野
忠
芳
、
奥
田
秀
樹
、
酒
井
一
彦
の
三
氏
が
同
時
に
開

催
し
た
個
展
に
つ
い
て
、
同
美
術
館
学
芸
員
の
松
田
弘
氏
が
「
三
美
神
の
降
り
立
つ

た
日
」
と
題
す
る
感
想
を
寄
せ
た
。
リ
レ

l
コ
ラ
ム
は
、

カ
メ
ラ
マ
ン
・
脇
山
功
氏

の
「
魅
惑
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
。

V
平
成
九
年
六
月
八
日
(
日
)

第
四
十
回
例
会
は
広
島
県
佐
伯
郡
吉
和
村
に
あ
る
(
財
)
住
建
美
術
館
の
常
設
展
と

企
画
展
「
中
国
清
代
の
陶
磁
器
展
」
の
見
学
に
出
掛
げ
た
。
パ
ス
の
到
着
時
刻
に
合

わ
せ
て
十
四
時
十
分
か
ら
十
六
時
ま
で
を
例
会
と
し
、
広
島
大
学
名
誉
教
授
の
嶋
匡

節
子
氏
と
同
美
術
館
の
重
藤
嘉
代
学
芸
員
に
解
説
を
お
願
い
し
た
。
参
加
者
は
三
十
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七
名
。

V
平
成
九
年
六
月
十
四
日
(
土
)

「
会
報
」
第
四
十
三
号
を
発
行
。
第
十
一
回
総
会
・
大
会
の
日
程
な
ら
び
に
発
表
内

容
の
要
約
を
掲
載
し
た
。

《
平
成
九
年
六
月
末
現
在
、
法
人
会
員
十
三
法
人
、
個
人
会
員
二
百
十
五
名
(
特
別

会
員
六
名
、

一
般
会
員
百
九
十
四
名
、
学
生
会
員
十
九
名
)
》
。

(
こ
め
か
ど
・
き
み
こ

広
島
芸
術
学
会
事
務
局
)




